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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究は、京都東山の建仁寺で発見された建仁寺文書を史料として、これまで十分に明らかにされていない
18世紀における町家の内部空間、屋敷の利用形態などを分析し、近世における町家の変容を住居史的に解明す
ることを目的としたものである。 
 第１章では町家の普請願書に添付された「建来図」（既存建物）に着目し、18世紀初頭以前の町家の平面を分
析した。その結果、住戸の中央に土間を配置する中土間形式、表と奥を分割して住戸を配置する形式、表家の
通土間が屋敷裏への通路と兼用される形式の３類型を抽出し、いずれも複数の世帯が生活空間を共有し、それ
以降の新築町家にはない平面形式であることを指摘した。 
 第２章では享保年間（1716～36）に実施された西門前裏の新地開発を取り上げ、開発許可をめぐる町奉行所
とのやりとり、隣地との折衝、土地の権利関係や既得権の調整などを検討し、新地の形成過程とその技術手法
を明らかにした。 
 第３章では宝暦年間（1751～64）における轆轤町北側の新地開発を分析し、同町の開発は、土地収益のため
に領主が行った他の門前開発とは異なり、町が主体となって遂行された点に特徴があることを指摘した。 
 第４章では西門前裏と轆轤町北側の新地を分析し、効率的な建築構成と屋敷内の配置によって高密度な集住
空間が形成されていたこと、住戸用途は大半が借屋で、新地が借屋経営の対象となっていたことなどを検証し
た。 
 第５章では座敷の普及過程を考察し、「建来図」に記録された既存町家の座敷は上層の住居に限定されていた
が、享保年間（1716～36）以降は、新地の商家や仕舞屋などに普及し、二階座敷も出現していることを指摘し
た。 
 第６章では土間の形態を指標として、町家の平面形式を通土間型、奥土間型、通土間・奥土間型、前土間型
の４つに類型化し、それぞれの空間的な特徴を分析している。通土間型は、戸建では18世紀前期に主要な平面
形式として定着しているが、長屋建では、18世紀後期になって戸建と同じ通土間型が主流となり、表家の平面
形式が通土間型に収斂したことを明らかにした。 
 以上、京都の町家は、18世紀の初期と後期にそれぞれ画期を持ちながら、18世紀を通して居住空間の変容が
進んだことを明らかにした。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 伝統的な都市型住居である町家の成立と変容の過程は、住居史研究の重要な課題である。先行研究によると、
京都の町家は、17世紀末頃に近世住居として確立し、18世紀半ばには平面形式の定形化が進んだとされる。し
かし、史料の制約もあって、17世紀から18世紀にかけての変遷については、不明な点が多い。そこで本論文は、
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京都東山の建仁寺文書を用いて、18世紀における建仁寺門前の新地開発と、そこに建設された町家の変容過程
を解明したものである。 
 京都の町家は17世紀末の元禄頃に、生産体制、建築技術、形態的な意味において近世的な成立を見たとされ
る。本論文が明らかにしたように、18世紀初頭までの建仁寺門前の町家は、中土間形式や生活空間を共有する
平面構成で、中世末期の奈良のものとも共通性があり、初期の町家の形態を伝えたものと推定できる。この平
面形式は、18世紀初期以降の新築町家では確認できないことから、18世紀初頭に近世町家の成立時期をおく説
を補強する、新たな知見を提供している。 
 18世紀の京都では、洛中から鴨川を越えて鴨東地区に居住地が拡大し、建仁寺門前でも新地開発が盛んに行
われた。当時の建仁寺門前における新地開発の目的、開発主体、問題解決の手法など、本論文で紹介された歴
史的事実は興味深い内容を含んでおり、現在のまちづくりにも示唆を与えるものである。 
 同時に、18世紀の前期から中期にかけて新地に建設された多数の町家を分析することによって、その変容過
程を具体的に検証し、居住空間の独立、２階の居室化、座敷空間の導入など、新築町家の特長を抽出している。
さらに、京都の町家の標準的な平面形態である通土間型の普及には、戸建と長屋建で半世紀の時間差があり、
その背景には座敷の確保という住要求が類推できることなど、町家の階層差を考える上で興味深い指摘をして
いる。 
 このように、京都の町家は、18世紀を通して居住空間の変容が進んできたことを具体的に論じ、18世紀の初
期と後期にそれぞれ画期が認められたことを示したことは、本論文の大きな成果である。ただ、史料の制約が
あるとはいえ、本論文はすべて建仁寺門前にとどまっており、より広い視野からの検証が望まれる。さらに鴨
東の他の寺社門前の開発動向や町家の実態、洛中の町家との比較検討までは及んでおらず、今後に課題を残し
ている。とはいえ、本論文は、18世紀を通して町家の平面や構造などの空間構成を具体的に取り上げ、その変
容過程を丹念に跡づけた労作であり、居住環境学分野はもちろんのこと、建築史学や歴史学の研究にも大きく
寄与するものと高く評価できる。 
 以上の審査結果から、本論文は、博士（学術）の学位を授与されるに値するものと認められる。 
